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研究成果の概要（和文）：西洋古典文学研究においては、各文芸ジャンルの伝統と革新の問題の解明がその最重要課題
の一つであるが、文学的伝統を受け継ぎつつそこに新たな創造的革新の手を加える方法の一つに、特定のジャンルの作
品でありながら異なるジャンルの要素を取り込むことで作品に新たな豊かさをもたらす「ジャンル混交」と呼ぶべき方
法がある。本研究ではこの観点から古代ギリシア・ローマの古典文学作品を実証的に究明することで、各々の作品の持
つ独創性と、その基盤となるジャンルの伝統とその変容の様相を明らかにすることを目指した。研究代表者と分担者は
各自の選択した作品に関してこの面から研究を遂行し、一定の成果を挙げることができた。

研究成果の概要（英文）：Our Research-project aimed at investigating various works of Greek and Latin liter
ature from the viewpoint of literary tradition and innovation with the help of the theory of 'mixture of g
enres,' which is recently hotly debated among European and American scholars of ancient literature. In thi
s theory, a work of a certain genre may sometimes make use of some elements of another genre or other genr
es, thus making its own text new and innovative in its own generic tradition. We tried to elucidate how su
ch 'generic interaction'  functions in various works to make them innovative (or, in other words, enriched
 by generic fertilization) by investigating as carefully as possible not only their formal or stylistic fe
atures but also their thematic characteristics. Through these investigations and critical analyses on indi
vidual works of various genres, we could confirm even more clearly that such generic mixture and interacti
on is a key to the creativity of each individual work.
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１．研究開始当初の背景 
 本研究組織を構成する両名の研究者、研究
代表者の大芝芳弘と研究分担者の小池登は、
大芝が東京大学の非常勤講師として、小池が
首都大学東京の非常勤講師としてそれぞれ
出講するなど、西洋古典学研究者としてとも
に共通の関心と研究手法を持ち、相互の大学
の研究と教育を互いに担い合う仲間として
連携して来た。そのため、大芝が首都大学東
京において科学研究費補助金による研究と
して継続して遂行して来た一連の研究課題
の研究分担者として小池を迎え、さらに幸い
にも 2013 年度からは首都大学東京における
同僚として迎えることもできたのは、研究遂
行上も大きなプラスとなった。さらに、大芝
の以前の同僚であった国際基督教大学の佐
野好則、東京大学の日向太郎の両氏にも連携
研究者として参加して頂いた。上述の一連の
研究とは、基本的に西洋古典文学における伝
統と革新、模倣と独創の問題を主たる関心と
して行われて来た研究であった。即ち、西洋
古典文学作品をその形式と内容の両面にわ
たる様々な角度から実証的に検討・考察する
ことにより、西洋古典文学における伝統の根
強さと、それと同時に、作者がその伝統に対
して多様な工夫を凝らして新たな作品を作
り出して行く革新性と創造性の機微を捉え
ることに努めて来た。この問題は同時に欧米
における古典文学研究においても盛んに議
論され研究が積み重ねられて来ている課題
であり、我が国においても同様の研究が進め
られて来た。都立大学の時代から首都大学東
京になって以降も大芝が中心となって継続
的に遂行して来た科研費の研究課題として
は、「西洋古典文学における叙事文芸様式の
伝統と変貌」（基盤研究Ｃ（２）、平成 7-8 
(1995-1996) 年度）、「ギリシア・ローマ文
学における叙述技法の解明を基礎とする作
品論研究」（基盤研究Ｃ（２）、平成 10-12 
(1998-2000) 年度）、「西洋古典文学の諸文
芸様式における文体論的特徴の解明を基礎
とする作品論研究」（基盤研究Ｃ（２）、平
成 13-15 (2001-2003) 年度）、「西洋古典文
学における間テクスト解釈理論に基づく実
証的作品論研究」（基盤研究（Ｃ）、平成
17-19 (2005-2007) 年度）、「西洋古典文学
における「創造的模倣」の実証的解明を基
礎とする作品論研究」（基盤研究（Ｃ）、平
成 20-22 (2008-2010) 年度）などがある。
本研究はこれら一連の研究の成果の上に立
ち、さらに近年の欧米における研究動向に
おいてもいっそう注目されて来たジャンル
論的な観点を加味した視点から、上述のよ
うな西洋古典文学における伝統と革新の問
題を、伝統的なジャンルの区分とそれを越
えた「ジャンルの混交」による伝統の豊穰
化という創造的な営みに特に焦点を当てて、
それを具体的な作品に即して実証的に解明
しようと企図したものである。 
 

２．研究の目的 
 西洋古典文学研究においては、各文芸ジ
ャンルの伝統と革新の問題の解明がその最
重要課題の一つだと言っても過言ではない。
文学的伝統を受け継ぎつつ同時にそこに新
たな創造的革新の手を加える方法の一つに、
特定のジャンルの作品でありながら異なる
ジャンルの要素を取り込むことで作品に新
たな豊かさをもたらす「ジャンル混交」と
呼ぶべき方法がある。本研究はこの観点か
ら古代ギリシア・ローマの古典文学作品を
実証的に究明することで、各々の作品の持
つ独創性と、その基盤となるジャンルの伝
統とその変容の様相を明らかにすることを
目指した。 
 西洋古典文学とりわけ韻文作品において
は、それぞれのジャンル（genre : 文芸様式）
ごとの規範ないし約束事を受け継ぎつつ同
時に新たな作品を創造するという営み、即
ち、ジャンルの伝統と革新が様々な次元に
おいて観察される。ジャンルの規範とは、
韻文作品の場合、第一義的にはジャンルご
とに特定の韻律を用いて詩を作ることであ
り、さらには措辞・語法、作品の規模と構
成などの形式的・文体的要素と、作品の主
題やモティフ、調子や語り方（三人称の物
語叙述か一人称の語りか演劇のような対話
かなど）といった内容的・題材的要素の点
での同一性を守ることである。新たな作品
の創造とその受容に際しては、その伝統的
規範の拡張やそこからの逸脱による新生面
の開拓と受取手によるその容認・評価が期
待される。つまり、同一ジャンルの作品で
あっても、何らか新たな要素が加わること
で独創的な作品が生まれることを作者も目
指し受取手も歓迎するのである。それによ
って、当該ジャンル自体の伝統もまた個別
の独創的作品によって少しずつ変容し豊か
さを獲得することにもなる。これをまさに
ジャンルの伝統と革新と呼ぶとすれば、そ
の営みを押し進める重要な方法として、特
定のジャンルの作品でありながら当該ジャ
ンルの規範を墨守するのではなく、異なる
ジャンルに属する要素、従って当該ジャン
ルにとっては新しい要素を部分的に取り込
むことで新たな作品を作るという手法があ
る。こうして異なるジャンルの要素が混交
することによって作品としての豊かさが生
まれる。この現象を「ジャンル混交」と呼
び、その手法に着目した文学理論を「ジャ
ンル混交論」と呼ぶ。本研究においてはギ
リシア・ローマ文学全般を対象に、この現
象を基軸に据えて個別の作品におけるその
具体的な現れの様相を実証的に観察するこ
とにより、各々の作品自体の独創性と当該
ジャンルにおける伝統の中での位置づけや
ジャンル自体の変容の様相を把握すること
を目指した。 
 
 



３．研究の方法 
 全体的な計画としては、まず本研究に関
連する先行諸研究の調査と、現代の文芸理
論とりわけジャンル理論とジャンル混交論
の概観を行い、続いて措辞・語法、修辞技
法や文体論的特徴、また作品の主題やモテ
ィフ、トポス等、各ジャンルの特徴と一般
的性格に関して概観する。次に検討対象と
すべきテクストの選定とそれに関する文献
学的基礎作業を行う。テクスト選定の後に
は実際の検討作業に入り、当該作品のテク
ストに即して「ジャンル混交」の様相を明
らかにするために、当該作品が属するジャ
ンルとは異質なジャンルの要素がその作品
全体の中でいかに効果的に機能しているか
に特に着目しつつ、内容と表現形式上の多
様な観点からの比較検討を綿密に行う。そ
の上で、当該ジャンルの伝統の中でのその
作品の位置づけとそのジャンルの変容の様
相にも考察を進める。この作業は原則とし
て研究代表者と分担者および連携研究者が
各々単独で行い、随時相互の研究の成果を
報告しあい、批評と討議を経て最終的には
論文にまとめて公表することとした。 
 具体的には、まずは本研究に関連する先
行諸研究の調査と概観を行い、伝統と革新
の様相が最も顕著に現れる措辞・語法（言
語使用域 register の問題を含む）、修辞技
法と文体論的諸特徴や主題、モティフ、ト
ポス等に関しても先行研究の成果に基づき、
ギリシア・ローマ文学の各種文芸ジャンル
との関連に着目しつつ概観した。次いで「ジ
ャンル混交」の実例として検討すべき作品
の選定を行った。対象とすべき作品が確定
した後には、まずは当該テクストに関する
文献学的基礎作業として写本伝承および原
典校訂上の諸問題についても先行研究を参
照しながら確認した。次に、当該テクスト
に関する可能な限り綿密・着実な読解を行
い、多様な観点からの観察と分析を進め、
当該テクストと関連する類似箇所、並行例、
そしてまさにジャンル混交の事例に該当す
ると考えられる作品や部分が見出された場
合、それらの関連箇所についても同様の読
解作業を進めた。その際には、単に部分的
関連の確認に留まらず、関連箇所を含む作
品全体との比較検討を行うことで、当該作
品が異なるジャンルの作品からどのような
要素を模倣し、また当該ジャンルの伝統と
は異なる新たな工夫をどのように凝らして
いるかを作品全体との関連において考察し
た。具体的な検討の対象としたのは、小池
がピンダロスの祝勝歌とギリシア悲劇、キ
ケローとリーウィウスの散文、大芝がホラ
ーティウス『エポーディ』とプラトーンの
『ポリーテイアー（国家）』、またプロペル

ティウスの恋愛詩、キケローの哲学的散文
とウェルギリウスの『アエネーイス』など
であった。 
 
４．研究成果 
上述のような研究目的のもと、「ジャンル混
交」と言う現象を捉えるのに適した作品を選
定した上で、具体的なテクストに即して実証
的な究明に心がけた。その具体的な研究手
順としては、当該テクストが異質なジャン
ルの要素のうち、措辞・語法、修辞技法な
ど文体論的な要素や、モティフ、トポス、
構成など内容的な要素のいずれを取り込み
自らの作品に活かしているか、単に部分的
な比較ではなく、作品全体の中に関連箇所
を位置づけつつ観察し、分析・検討する、
というものである。こうしたテクストの読
解と分析・考察の作業を、韻文作品と散文
作品とを問わず、古典文学における主要な
文芸ジャンルの内から選定した複数の作品
に関して積み重ねることにより、作品ごと
の特色だけでなくあるジャンルの伝統とそ
の変容として考察することを試みた。特に
力を注いだのは、小池はアイスキュロスを
中心とするギリシア悲劇とキケローやリー
ウィウスの散文、大芝も引き続きホラーテ
ィウスの初期作品『エポーディ』とウェル
ギリウスの『アエネーイス』、またプラトー
ンの『ポリーテイアー（国家）』とキケロー
の哲学的散文、そして恋愛エレゲイア詩人
プロペルティウスであった。大芝はその成
果の一部を台湾大学における国際シンポジ
ウムでの招待研究報告の形で公表する機会
を得た。さらに、年度末には最終的成果と
して、所属大学の紀要に論文として公表す
ることもできた。最後に、３年間の研究全
体の総括を行い、次の課題に向けての方向
性を確認し、新たな課題に基づく更なる研
究の継続を図ることとした。 
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